
【全体運】気持ちが引き締まりポジティブシンキングに。開拓したいことがあればチャレンジのとき。ただ暴走には注意が必要
【健康運】体を鍛える好機。ハードなトレーニングも◎
【幸運の食べ物】ナバナ

【全体運】頑張ったかいありの結果が待っていて思わずにっこり。困り事はネットで検索すると解決のヒントが。相談も吉
【健康運】心安らぐ音楽でメンタルが回復。ダンスも◎
【幸運の食べ物】サヨリ
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双子座
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〔R2.12.2 野上浩太郎農林水産大臣への要請〕

本県ＪＡグループ・農政連は、令和3年度農畜産物対策の確立に向けて、令和2年9月には政府の概算要
求の決定に合わせて、また12月には甘味資源作物・畜産物の政策価格・対策の決定に合わせて、農水省や
県選出国会議員への要請活動を展開してまいりました。
その結果、令和2年度第3次補正予算案が12月15日、令和3年度農林水産関係予算案が12月21日に閣議決
定されました。主な内容は、新型コロナウイルス対策やさつまいも基腐病対策、和牛の増頭対策等が継続
・拡充され、農林水産関係で補正：1兆519億円、当初：2兆3,050億円の予算案となっています。
今後、最終的には令和3年1月からの通常国会で決定されますが、私どもの要請を受け止めて頂いた森山
先生、野村先生をはじめとする県選出国会議員や自民党農林幹部議員の先生方のご尽力により、主要な要
請事項が実現する見込みとなりました。

※ （ ）内は前年度予算額。

予算に関する詳細なデータは、下記の農水省HPに記載されておりますので、ご参照ください。
補正予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r2hosei3.html
当初予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r3kettei.html 

甘味資源作物の生産者交付金単価等

参加生産者のコメント

でん粉原料用甘しょ さとうきび

令 和 3 年 産
生産者交付金単価

27,660円/ﾄﾝ
(+770円)

※ 令和2年産で上乗せし
た収穫残渣の持出経費
を含む

16,860円/ﾄﾝ
(±0円)

※ 交付金算定計算式に当
てはめると下げ基調で
あったものの維持

生産振興対策

下記の取組みに支援
・生分解性マルチ
・省力化機械の導入
・多収新品種(こないしん)

への転換促進(新規)
等

下記の取組みに支援
・増産基金事業
・土づくり対策
・作業受託組織等の育
成・強化(新規)

等

畜産物価格
肉用子牛の保証基準価格及び合理化目標価格

鶏卵生産者経営安定対策事業の基準価格

黒毛和種 令和3年度 対前年比

保証基準価格 541,000円/頭 ±0

合理化目標価格 429,000円/頭 ±0

令和3年度 対前年比
補填基準価格 181円/kg -2
安定基準価格 159円/kg -2

令和2年度第3次補正予算案・令和3年度農林水産予算案

杉 為昭 さん(西之表市 キビ・甘藷生産振興会会長)
⇒種子島の生産者代表として初めて中央要請に参加した。現
場の声を県選出国会議員や野上農水大臣等に直接伝えること
ができた。結果、でん粉原料用甘しょ生産交付金単価は770
円/t上げていただき感謝。交付金単価決定の自民党の農林会
議を生で聴講し、先生方が我々の想いをしっかりと代弁して
いるのを聞いて改めてありがたいと感じた。また、農政活動
は大事だと再認識した。私も引き続き、種子島のキビ・甘藷
の生産基盤維持と地域の活性化に向けて、地元の仲間と頑張
っていきたい。

大竹 勝人さん(徳之島地区さとうきび部会会長)
⇒野上農水大臣への要請時にさとうきび生産の厳しい現状
を自分の口で直接訴え、支援対策を求めえられたことは良
かった。残念ながらさとうきび生産者交付金の引上げは叶
わなかったが、本来、引き下げ傾向のところを維持できた
ことや様々な生産振興対策が措置されたことには感謝して
いる。この結果は本県の国会議員の先生方のご尽力のおか
げであり、改めて先生方が地元のために国政でがんばって
もらっていることを肌で感じた。私も引き続き徳之島でさ
とうきび生産や担い手育成のために精一杯頑張っていく。

当初予算 ☜ QRコード ☞ 補正予算

令和2年度第3次補正予算案の総額 1兆519億円
１ 「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施 3,220億円(3,250億円)

・輸出先国の規制や需要に対応した加工施設等の整備 226億円（108億円）

・増頭奨励金 133億円（54億円）

・畜産クラスター事業 372億円（409億円）

・産地生産基盤パワーアップ事業 342億円（348億円）

・新市場開拓に向けた水田リノベーション事業 290億円（―）

・スマート農業技術の開発・実証プロジェクト 62億円（72億円）

２ ポストコロナに向けた地域・社会・雇用の好循環の実現 3,533億円（―）

・経営継続補助金 571億円（―）

・高収益作物次期作支援交付金 1,343億円（―）

・国産農林水産物等販路多様化緊急対策事業 250億円（―）

・「Go To Eatキャンペーン」の延長 515億円（―）

３ 防災・減災、国土強靭化と災害復旧の推進 3,658億円（1,986億円）
４ 農林水産業の生産性向上、農山漁村の

活性化等の推進
128億円（―）

・甘味資源作物産地生産性向上緊急支援事業 20億円（同額）

・防除対策の推進 5億円（―）

令和3年度農林水産予算案の総額 2兆3,050億円
１ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施

・畜産・酪農の生産基盤の強化（畜産・酪農経営安定対策など）
2,234億円ほか

（同額）

・持続的生産強化対策事業 （野菜・施設園芸支援対策,果樹支援対策,
花き支援対策,茶・薬用作物等支援対策 等）

150億円（142億円）

・水田活用の直接支払交付金 3,050億円（同額）

・強い農業・担い手づくり総合支援交付金 162億円（200億円）

２ スマート農業・ＤＸ・技術開発の推進、食と農に対する理解の醸成

・スマート農業総合推進対策事業 14億円（15億円）

３ ５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の
輸出力強化と高付加価値化

99億円（95億円）

４ 農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進

・農業人材力強化総合支援事業 205億円（213億円）

５ 食の安全と消費者の信頼確保

・消費・安全対策交付金 22億円（30億円）

・家畜衛生等総合対策 96億円（111億円）

６．農山漁村の活性化

・鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進 110億円（100億円）

令和2年第3次補正予算・令和3年度農業関係予算案等が閣議決定！
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